
家
計
に
は
実
感
が

乏
し
い

内
閣
府
の
発
表
し
た

９
月
の
月
例
経
済
報
告

に
お
い
て
「
景
気
は
、

緩
や
か
に
回
復
基
調
が

続
い
て
い
る
」
と
し
、

個
人
消
費
に
つ
い
て
も

緩
や
か
に
持
ち
直
し
て

い
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

日
銀
が
発
表
し
た
９
月

短
観
で
は
、
「
企
業
の

景
況
感
が
大
き
く
改
善

し
た
一
方
、
家
計
に
は

実
感
が
乏
し
く
、
企
業

業
績
の
改
善
に
賃
上
げ

が
伴
う
か
ど
う
か
が
鍵

と
な
る
」
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

社
員
の
期
待
を

裏
切
る
な

貨
物
会
社
は
今
春
闘

で
労
働
者
の
切
実
な
要

求
を
無
視
し
た
18
年
連

続
と
な
る
「
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
ゼ
ロ
」
を
強
行
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
夏
季
一
時
金

回
答
で
は
、
計
画
の
目

標
で
あ
っ
た
「
鉄
道
事

業
の
黒
字
」
を
達
成
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

社
員
の
期
待
を
裏
切
る

低
額
回
答
を
行
い
、
職

場
で
懸
命
に
働
く
社
員

の
働
く
意
欲
と
士
気
を

低
下
さ
せ
た
。

年
末
一
時
金
の

支
払
い
申
し
入
れ

１
．
２
０
１
７
年
年

末
一
時
金
は
、
支
払
日

に
お
け
る
基
準
内
賃
金

の
４
箇
月
分
と
す
る
こ

と
。

２
．
賃
金
規
程
第
１
３

２
条
第
２
項
（
増
額
）

の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、

所
属
組
合
に
よ
る
意
図

的
な
査
定
を
行
な
わ
ず
、

公
正
・
公
平
に
行
な
う

と
共
に
、
第
３
項
（
減

額
）
は
適
用
し
な
い
こ

と
。

３
．
55
歳
到
達
以
降
の

社
員
に
対
す
る
支
給
に

つ
い
て
は
、
55
歳
到
達

時
の
基
準
内
賃
金
に
支

給
月

数
を
乗
じ
た
も

の
と
す
る
こ
と
。

４
．
支
払
日
は
、
12
月

８
日
と
す
る
こ
と
。

Ｈ
23
年
３
月
の

原
発
事
故
に
つ
い

て
、
文
章
に
し
よ

う
と
す
る
と
、
と

ま
ら
ず
と
り
あ
え

ず
簡
単
に
書
き
ま

し
た
。

①
補
償
は
30
㎞
ま

で
で
、
私
の
家
は

34
㎞
な
の
で
対
象

外
で
す
。
し
か
し

放
射
線
は
、
届
い

て
い
ま
す
。
私
が
10
ヵ
月

後
に
市
役
所
か
ら
放
量
計

を
借
り
て
測
定
し
て
、
市

に
提
出
し
た
報
告
書
の
コ

ピ
ー
を
同
封
し
ま
す
。
Ｈ

24
年
1
月
31
〜
2
月
1
日

に
測
定
し
ま
し
た
。
単
位

は
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

で
す
。

②
次
々
と
双
葉
郡
の
町
・

村
が
避
難
指
示
解
除
に
な

ま
す
が
、
解
除
に
な
て
も

戻
る
住
民
は
い
な
い
の
で

す
。
す
べ
て
の
町
村
で
戻
っ

た
住
民
は
少
な
く
多
い
と

こ
ろ
で
も
５
０
%
戻
っ
て

い
ま
せ
ん
。
少
な
い
と
こ

ろ
で
は
1
〜
２
％
し
か
戻
っ

て
い
ま
せ
ん
。
除
染
作
業

員
の
方
が
多
く
住
ん
で
い

ま
す
。
ど
ん
ど
ん
解
除
し

て
い
る
の
は
、
借
り
上
げ

住
宅
の
費
用
や
保
証
金
が

関
係
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
保
証
金
は
ど
ん
ど
ん

打
ち
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
中
間
貯
蔵
施
設
が
地
元

の
大
熊
町
や
双
葉
町
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
応

30
年
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

私
は
永
久
に
な
っ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。最

終
処
分
場
が
な
い
の

で
す
か
ら
。
ど
こ
の
町
村

も
引
き
受
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
デ
ブ
リ
を
取
り
出

す
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

取
り
出
し
た
高
放
射
線
量

の
物
を
ど
こ
に
持
っ
て
行

く
の
で
し
ょ
う
。

④
東
電
は
、
第
二
原
発
を

廃
炉
に
す
る
と
は
、
ま
だ

行
っ
て
な
い
の
で
す
。
復

興
大
臣
の
吉
野
氏
は
、
い

わ
き
市
や
双
葉
郡
の
選
挙

区
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
再
稼
働
を
容
認
す
る

様
な
発
言
を
以
前
に
も
し

て
い
る
の
で
す
。
今
は
言

葉
を
に
ご
し
て
い
ま
す
。

第
２
原
発
は
、
非
常
用

発
電
機
が
、
か
ろ
う
じ
て

１
台
だ
け
動
い
た
の
で
冷

却
出
来
の
で
す
。
も
し
冷

却
出
来
な
か
っ
た
ら
、
私

も
別
の
町
に
行
く
よ
う
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
。
我
家

か
ら
20
㎞
し
か
な
い
の
で

す
。
い
わ
き
市
の
中
心
部

で
も
30
㎞
に
入
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
近
く
の

ゴ
ル
フ
場
で
除
染
費
用
の

申
し
入
れ
を
し
た
ら
、
東

電
は
始
め
敷
地
内
に
落
ち

た
の
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
物

だ
か
ら
対
象
外
と
返
事
を

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
は
、

わ
か
り
ま
せ
ん
。

他
に
も
あ
る
の
で
す
が
、

ま
と
ま
ら
な
い
の
で
こ
こ

ま
で
に
し
ま
す
。

福
島
県
の
テ
レ
ビ
局
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
始
め
、
天
気
予

報
の
時
に
各
地
の
線
量
も

発
表
し
て
い
ま
す
。
福
島

に
来
た
時
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

昼
や
夕
方
の
天
気
予
報
を

見
て
ほ
し
い
。

福
島
事
故
の
検
証
と
総

括
が
な
い
東
電
、
柏
崎
刈

羽
原
子
力
発
電
所
６
、
７

号
機
の
早
期
再
稼
働
を
目

指
し
て
い
て
い
ま
す
。
東

電

に

原

発

を

運

転

す

る

「
適
格
性
」
を
条
件
付
き

で
認
め
た
原
子
力
規
制
委

員
会
の
判
断
。
「
大
臣
が

認
め
た
り
、
保
安
規
定
に

書
き
込
ん
だ
り
す
れ
ば
適

格
性
が
担
保
さ
れ
る
と
い

う
考
え
は
精
神
論
的
だ
と
」

米
山
知
事
疑
念
を
示
し
た
。

フレイル
フレイルとは、海外の老年医学の分野で使用されてい

る「Frailty（フレイルティ）」に対する日本語訳です。
「Frailty」を日本語に訳すと「虚弱」や「老衰」、
「脆弱」などになります。日本老年医学会は高齢者にお
いて起こりやすい「Frailty」に対し、正しく介入すれ
ば戻るという意味があることを強調。
フレイルは、厚生労働省研究班の報告書では「加齢と

ともに心身の活力（運動機能や認知機能等）が低下し、
複数の慢性疾患の併存などの影響もあり、生活機能が障
害され、心身の脆弱性が出現した状態であるが、一方で
適切な介入・支援により、生活機能の維持向上が可能な
状態像」とされており、健康な状態と日常生活でサポー
トが必要な介護状態の中間を意味します。多くの方は、
フレイルを経て要介護状態へ進むと考えられていますが、
高齢者においては特にフレイルが発症しやすいことがわ
かっています。

高齢者が増えている現代社会において、フレイルに
早く気付き、正しく介入（治療や予防）することが大切
です。
Friedの基準には5項目あり、3項目以上該当するとフ

レイル、1または2項目だけの場合にはフレイルの前段階
であるプレフレイルと判断します。
1.体重減少：意図しない年間4.5kgまたは5%以上の体重
減少
2.疲れやすい：何をするのも面倒だと週に3-4日以上感
じる
3.歩行速度の低下
4.握力の低下
5.身体活動量の低下
フレイルには、体重減少や筋力低下などの身体的な変

化だけでなく、気力の低下などの精神的な変化や社会的
なものも含まれます。

フレイル状態に至るとどうなるか
フレイルの状態になると、死亡率の上昇や身体能力の

低下が起きます。また、何らかの病気にかかりやすくなっ
たり、入院するなど、ストレスに弱い状態になっていま
す。
風邪をこじらせて肺炎を発症したり、怠さのために転

倒して打撲や骨折をする可能性があります。
また、入院すると環境の変化に対応できずに、一時的

に自分がどこにいるのかわからなくなったり、自分の感
情をコントロールできなくなることもあります。転倒に
よる打撲や骨折、病気による入院をきっかけにフレイル
から寝たきりになってしまうことがあります。

具体的なフレイルへの介入方法に関しては、
「フレイルの予防」

『しっかり噛んで、しっかり食べ、しっかり歩き、そ
してしっかり社会性を高く！』 次なる2つの要素─①個
人の意識変容・行動変容、②それを強力に促すための良
好な社会環境の実現〈健康のための支援（保健・医療・
福祉等サービス）へのアクセスの改善と地域の絆に依拠
した健康づくりの場の構築など〉
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２
０
１
７
年
末
一
時
金
の
申
し
入
れ

我
々
労
働
者
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
夏
季
及
び
年
末
一
時
金
は
、
長

期
に
据
え
置
か
れ
た
低
賃
金
構
造
に
よ
る
毎
月
の
赤
字
を
補
填
す
る
重
要

な
「
年
間
生
計
費
」
で
あ
り
、
貨
物
会
社
が
主
張
す
る
「
企
業
の
業
績
に

よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
」
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
建
交
労
鉄
道
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に
２
０
１
７
年
年
末
一
時
金

の
支
払
い
を
、
11
月
15
日
ま
で
に
団
体
交
渉
を
開
催
し
、
誠
意
を
以
て
回

答
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

建
交
労
岩
手
県
本
部
第
19
回
定
期
大
会

日

時

２
０
１
７
年
10
月
22
日
（
日
）

８
時
半
〜
12
時
ま
で

10
月
21
日
（
土
）
18
時
か
ら
懇
親
会

会

場

八
幡
平
ハ
イ
ツ

建
交
労
鉄
道
岩
手
地
方
本
部
第
19
回
定
期
大
会

日

時

11
月
19
日

15
時

講
演

17
時
か
ら

国
鉄
「
民
営
分
割
」
30
年
の
検
証

東
日
本
本
部
書
記
長

下
山
信
好

18
時
よ
り

組
合
員
＆
Ｏ
Ｂ
の
集

衆
議
院
第
48
回
総
選
挙
が
10
月
10
日
告
示

22
日
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

今
が
チ
ャ
ン
ス

暴
走
す
る
安
倍
政
権
を
ス
ト
ッ
プ

憲
法
と
く
ら
し
守
る
新
し
い
政
治

安
保
法
制
は
廃
止
し

立
憲
主
義
・
平
和
を
守
る

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
前
進
さ
せ

国
民
の
願
い
を
実
現
す
る
政
治
を
つ
く

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
皆
と
力
を
合
わ
せ

総
選
挙
に
勝
利
し
よ
う
。



第
19
回
全
日
本

建
設
交
運
一
般
労

働
組
合
東
日
本
鉄

道
本
部
定
期
大
会

が
９
月
30
日
、
さ

い
た
ま
市
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー

８
０
３
会
議
室
に

代
議
員
13
名
、
役

員
12
名
の
参
加
で

開
か
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、

鉄
道
本
部
相
木
委

員
長
か
ら
総
選
挙

が
行
わ
れ
る
中
で

の
こ
の
大
会
を
迎

え
ま
す
。
「
森
友
・

加
計
隠
し
」
や
相

次
ぐ
閣
僚
の
暴
言

等
、
国
民
に
怒
り
が
拡
が
っ

て
追
い
詰
め
ら
れ
た
安

倍
首
相
は
、
こ
の
先
に
展

望
が
な
い
と
解
散
総
選

挙
（
国
難
突
破
選
挙
）
に

打
っ
て
出
て
き
ま
し
た
が
、

私
た
ち
の
闘
い
が
着
実

に
安
倍
政
権
を
追
い
詰

め
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

改
憲
と
戦
争
す
る
国
づ

く
り
を
許
す
の
か
、
そ
れ

と
も
市
民
と
野
党
の
共

闘
が
野
望
を
打
ち
破
る

の
か
、
こ
の
国
の
未
来
が

か
か
っ
た
総
選
挙
と
な
り

ま
す
。
建
交
労
が
提
起
す

る
総
選
挙
闘
争
方
針
に

結
集
し
て
、
全
組
織
・
全

組
合
員
が
立
ち
上
が
り

力
を
尽
く
し
て
総
選
挙

を
闘
う
こ
と
を
呼
び
掛

け
ま
す
と
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
三
浦
正
雅

委
員
長
か
ら
国
鉄
分
割
・

民
営
か
ら
30
年
。
Ｊ
Ｒ
各

社
で
の
地
方
路
線
が
切

り
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
今

30

年
目
の
検
証
が
大
切

と
挨
拶
。

そ
の
後
下
山
書
記
長

か
ら
第
19

回
定
期
大
会

運
動
（
案
）
闘
い
の
総
括
、

２
０
１
６
年
度
会
計
決

算
と
２
０
１
７
年
度
会

計
予
算
（
案
）
を
提
案
さ

れ
、
質
疑
討
論
で
は
各
地

方
の
代
議
員
か
ら
発
言

が
あ
り
組
織
拡
大
・
安

全
安
心
の
輸
送
確
保
。
関

連
、
会
社
の
労
働
条
件
は

最
悪
改
善
を
求
め
て
闘

う
等
の
発
言
。
内
容
に
つ

い
て
は
、
東
日
本
ニ
ュ
ー

ス
に
載
り
ま
す
の
で
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

運
動
方
針
（
案
）
会
計

報
告
、
来
年
度
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
は
、
原
案
と
う

り
決
定
し
た
。

Ｊ
Ｒ
の
安
全
・
安
心
・

安
定
輸
送

Ｊ
Ｒ
技
術
の
継
承
、
安

全
文
化
の
風
土
づ
く
り
は

掛
け
声
に
し
か
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
安
全
輸
送
を
求

め
る
取
り
組
み
を
追

求
す
る
と
同
時
に
、

各
地
の
新
幹
線
建
設

に
伴
う
並
行
在
来
線

の
廃
止
、
被
災
地
の

鉄
路
廃
止
な
ど
に
反

対
し
、
並
行
在
来
線

の
存
続
、
地
方
交
通

線
の
拡
充
を
求
め
る

地
域
・
住
民
の
足
を

守
る
た
た
か
い
と
建

交
労
は
連
帯
し
ま
す
。

ド
ア
故
障
は
緊
急
幕
で

は
な
く
回
送
扱
い
と
す

る
こ
と
!!

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
、

「
駅
停
車
中
に
ド
ア
が
開

閉
で
き
な
い
場
合
の
基
本

的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」

三
方
向
緊
急
幕
導
入
を
決

め
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
4
月
10
日

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
京
葉
線
の

電
車
の
ド
ア
が
故
障
発
生
。

緊
締
幕
（
き
ん
て
い
ま

く
）
」
を
貼
り
付
け
、

西
船
橋
駅
↓
東
京
間
片
道

24
㌔
を
往
復
し
、
利
用
者

に
恐
怖
と
不
安
を
与
え
た

建
交
労
は
団
体
交
渉
を

行
い
「
ド
ア
故
障
時
は
回

送
扱
い
と
す
る
こ
と
」
を

求
め
、
さ
ら
に
関
東
運
輸

局
に
指
導
を
求
め
て
き
た

結
果
で
す
。
ま
だ
要
求
は

前
進
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

安
全
の
担
保
は
一
歩
前
進

し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ド
ア
取
り
付

の
闘
い
Ｊ
Ｒ
に
30
年

盲
目
の
方
が
ホ
ー
ム
か

ら
転
落
死
亡
事
故
が
絶
え

な
い
。
ホ
ー
ム
か
ら
の
転

落
や
列
車
と
の
接
触
事
故

防
止
な
ど
を
目
的
と
し
た

安
全
対
策
を
求
め
て
建
交

労
は
団
体
交
渉
を
行
っ
て

30
年
。
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設

置
が
進
ん
で
き
た
が
、
駅

員
の
合
理
化
は
。
監
視
体

制
、
安
全
管
理
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
く
る
。
ホ
ー

ム
ド
ア
と
駅
員
の
監
視
で

安
全
・
安
心
が
保
た
れ
る
。

安
全
・
安
心
・
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、

公
共
交
通
機
関
再
生
の
た
た
か
い
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建
交
労
２
０
１
７
年
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
と
り
く
み

1
次
集
約

11
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
中
央
本
部
に
到
着
し
た
も
の

春
闘
討
論
集
会
11
月
19
〜
20
日
に
反
映

2
次
集
約

２
０
１
７
年
1
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
中
央
本
部
到
着
分

全
労
連
評
議
委
員
会
1
月
25
〜
26
日
・

建
交
労
中
央
委
員
会
1
月
28
〜
29
日
に
反
映

3
次
集
約

1
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
中
央
本
部
到
達
分

建
交
労
中
央
委
員
会
1
月
30
〜
31
日
に
反
映

4
次
集
約

2
月
中
旬
に
中
央
本
部
到
達
分
（
働
く
み
ん
な
の
ア
ン
ケ
ー
ト
最
終
）

最
終
集
約

3
月
末
を
原
則
と
す
る
。

第
29
回
盛
岡
地
域
労
連
定

期
大
会
が
10
月
11
日
プ
ラ

ザ
お
で
っ
て
３
回
会
議
室

に
代
議
員
32
名
委
任
状
17
、

役
員
12
名
の
参
加
で
開
か

れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、

い
わ
て
労
連
副
議

長
岩
手
生
協
労
組

委
員
長
高
橋
さ
ん
。

日
本
共
産
党
市
議

会
議
員
庄
司
春
治

さ
ん
か
ら
激
励
と

連
帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
盛
岡
労
連

菖
蒲
澤
委
員
長
か
ら
盛
岡

労
連
に
結
集
し
て
い
る
組

合
の
力
で
地
域
に
根
ざ
し

た
闘
い
が
広
が
っ
て
き
て

い
る
。
今
選
挙
の
真
っ
最

中
「
今
が
チ
ャ
ン
ス
」
安

倍
政
権
を
打
倒
し
よ
う
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
佐
々
木
副
議
長

か
ら
２
０
１
８
年
度
の
運

動
方
針
（
案
）
と
当
面
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
２

０
１
７
年
度
会
計
決
算
と

２
０
１
８
年
度
会
計
予
算

（
案
）
を
提
案
さ
れ
、
質

疑
討
論
で
は
８
名
の
代
議

員
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
発
言
内

容
は
盛
岡
労

連
ニ
ュ
ー
ス

に
載
り
ま
す

の
で
そ
ち
ら

を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

運
動
方
針

（
案
）
、
会
計
報
告
、
来

年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
は
、
原
案
と
う
り
決
定

し
ま
し
た
。

許
す
な
!

戦
争
す
る
国
づ
く
り

働
き
や
す
い
職
場
実
現

職
場
・
地
域
か
ら
対
話
と
共
同

組
織
拡
大
を
進
め
よ
う

訃
報
の
お
知
ら
せ

川
村
信
城
儀
か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中

の
所
９
月
24
日
７
４
歳
に
て
永
眠
い
た
し

ま
し
た
。

こ
こ
に
生
前
の
こ
厚
誼
を
感
謝
し
ま
す

と
と
も
に
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。

会
社
側
は
、
労
働
者
側
の
安
全
意
識
の
低
下
や
基
本
動
作
の
不
徹
底
を
事

故
の
要
因
に
上
げ
、
シ
ス
テ
ム
化
や
機
械
化
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

事
故
の
背
景
に
あ
る
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
業
務
委
託
の
拡
大
、
深
夜
帯
の
作

業
や
適
正
な
人
員
配
置
や
検
査
体
制
の
確
保
等
、
我
々
建
交
労
の
指
摘
に
真

摯
な
検
証
を
行
っ
て
い
る
と
、
安
全
・
安
心
が
担
保
さ
れ
ま
す
が
Ｊ
Ｒ
に
は

取
り
組
む
姿
勢
は
見
ら
れ
無
い
。

重
大
事
故
の
背
景
に
は
、
技
術
断
層
や
車
両
や
検
査
体
制
の
周
期
延
伸
な

ど
の
規
制
緩
和
が
あ
り
、
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
注
意
を
要
す
る
事
象
の

根
絶
が
で
き
な
い
業
務
体
制
に
あ
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
だ

け
に
安
全
教
育
と
技
術
継
承
の
責
任
を
転
嫁
す
る
姿
勢
を
改
め
、
職
場
労
働

者
の
働
き
や
す
い
労
働
条
件
の
確
立
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。


